
 

 

 

中学生・高校生のみなさんへ 

～ 不安や悩みを話してみよう ～ 

 

こんにちは。文部科学大臣のあべ俊子です。 

夏休みが明け、学校が始まりますが、みなさんはどんな気持ちですか。 

久しぶりに会う友人との関係が不安な人 

将来に向けて進路や学業の問題で悩んでいる人 

親子関係などの家庭内の問題に悩んでいる人 

色々な不安や悩みを抱えている人もいるかと思います。 

また、特に理由はなくても、気力が湧いてこなかったり、漠然とした不

安を抱えていたりする人もいるかもしれません。 

こうしたときには、一人で抱え込まないで、家族や友達、先生、スクー

ルカウンセラー、誰でもよいので、自分の心の内を話してみてください。 

周りの人に話しづらいときには、電話やメール、ネットの相談窓口を利

用してみてください。 

もし、あなたの周りに元気がない友達がいたら、ぜひ積極的に声をかけ

て、信頼できる大人につないでください。 

文部科学大臣としても、みなさんの不安や悩みに寄り添いながら、みな

さんが安心して学べる学校づくりに向けて、文部科学省一丸となって取

り組んでいきますので、みなさんもためらわずに相談してくださいね。必

ず味方になってくれる人がいます。 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

https://youtu.be/CiZTk8vB26I https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/seitoshidou/06112210.htm 

令和７年８月 

文部科学大臣 あべ 俊子 

相談窓口の紹介動画 
電話やメール、ネット等の相談窓口 

（リンク先には警察、児童相談所等の相談窓口一覧もあります。） 
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保護者や学校関係者等のみなさまへ 

 

こんにちは。文部科学大臣のあべ俊子です。 

今、子供たちの自殺は、極めて深刻な状況にあり、特に長期休業明けの前

後には、子供の自殺者数が増加する傾向にあります。 

子供たちの自殺を未然に防ぐには、子供たちの態度に現れる微妙なサイン

に注意を払うことが重要です。 

・これまでに関心のあった事柄に対して興味を失う 

・成績が急に落ちる 

・注意が集中できなくなる 

・身だしなみを気にしなくなる 

・健康管理や自己管理がおろそかになる 

・不眠、食欲不振、体重減少などのさまざまな身体の不調を訴える 

といったようなサインが見られたら、不安や悩みの声に耳を傾け、受け止

めてあげてください。 

一人一人の声がけが、悩みや不安を和らげることにつながります。 

そして、学校関係者のみなさまにおかれましては、不安や悩みを抱える子

供たちが孤立することのないよう、学校、家庭、地域、福祉部局、警察、医

療機関などの関係機関で緊密に連携し、地域全体で支援していただきますよ

うお願いいたします。 

文部科学大臣としても、文部科学省一丸となって、こうした不安や悩みを

に寄り添いながら、安心して学べる学校づくりに向けて取り組んでいきます。 

電話やメール、ネット等の相談窓口 
（リンク先には学校や警察、児童相談所等の相談窓口一覧もあります。） 
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 自殺予防啓発にかかる 

県民の皆様への知事メッセージ 
 
 

2025年７月の警察庁の自殺統計（暫定値）によると、本年１月から７月ま

での間、全国で 11,143人、愛知県では 701人の方が亡くなられています。自

殺の背景には、失業、倒産、多重債務、過労や孤立などの社会的要因が複雑

に絡み合っているといわれております。 
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一人で、苦しい思いを抱え込まず、家族や友人、職場の仲間など、あなた

が信頼できる方に気持ちを伝えてください。 

身近な人に話しづらい、あるいは、話ができる人が周りにいない方は、県

やお住まいの市町村の相談窓口に相談してください。 

県では、SNS や電話での相談窓口を設置しています。また、精神保健福祉

センターや保健所でも相談をお受けしています。 

あなたは決して一人ではありません。あなたのつらい思いを打ち明けてく

ださい。あなたからの相談をお待ちしています。 
 

 

 「眠れない」、「食欲がない」など、いつもと違う何らかのサインを発して

いる方があなたの周りにいれば、声をかけて、「心配している」の気持ちを伝

えてください。 
 

2025年８月 19日         愛知県知事 大村 秀章 




